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数ヶ月、過去を振り返って、書いてきた。僕は映画に魅力され、小学生の頃か

ら映画を撮りたくてウズウズしていた「映画ノート」が何冊かあり、映画が好き

なのは明らかだ。ただ、創る技術がなく、評価されないことから、映画の才能が

なかったのだと、諦めた日が四十歳であった。 

 三十代から現在まで、「現代詩手帖」の他に「キネマ旬報」を熟読して、面白

い映画とは？芸術映画とは？ 

だが、僕はシネフィルではない。映画なら B 級でも、何でも見る。結構、ホラ

ーも娯楽も見るし、無論、娯楽映画絡み始めた。芸術映画も観る。DVD 買った

りするが、映画は娯楽と思っている。今は「キネ旬」から映画評の勉強を勉強し

ている。過去、「キネマ旬報」の「読書の映画評」に三回、全文掲載されたが、

現在は一次審査通過まで。  

 三十代は自主映画を志した。神戸映画資料館で、自主映画監督作品の合評会の

催しがあると知り、それまでもパナソニックのビデオカメラで習作を撮ってい

たので、積極的に合評会に参加した。酷評を受けると覚悟をしながら、「シュー



ル／ぼくの言い訳」が上映されたが、意外と評は優しく、肯定的な講評を頂き、

その後、拍手を頂き、自主映画で頑張ろうと、単細胞的に僕は映画をしようと思

った夜。その後、映画サークルに誘われたが、入らなかったのが、悔やまれる。

友だちが出来ていたかも知れなかった。映画は仲間がいないと作りにくい。まず

脚本をしっかり完成させないといけない。僕のシナリオは詩作作品であり、詩一

篇を映像にするアイデアだった。映像詩、シネポエムだった。実験映画だった。

ぴあに送った作品はストーリーのある、「サボテン」である。審査にも通過せず、

二年目はシネポエムを送ったが、落選。選者からヒントのコメントを頂いた。こ

こで踏ん張り、シネポエムを撮って送りたかったが、諦めてしまった。その後、

スマホを持つようになり、「鈴木志郎康」を検索し、鈴木さんの優れた映像作品

を鑑賞し、いつか、映像作品を残したい。ぴあの入賞者は皆、映画学校の学生。

僕はただのアマチュアの者なので、審査通過。佳作目指して撮りたいと思う。詩

はたまに依頼がある程度であるが、三十代も今も、十代の頃からの藁半紙の手製

ノートに詩作している。いずれも鈍球のように感じる。歳を重ねて、多量の安定

剤を常飲し、頭がぼうっとしているせいか、どうしても鈍くなって僕は鋭くなり

たいと、刺激的な映画を沢山、浴びるように鑑賞し、刺激された。だが、「ベル

リン・天使の詩」「勝手にしやがれ」は優れた作品で、ああいう風に撮りたい。

役者が欲しい。女性を撮りたい。ちゃんとした音楽も作りたい。小六に描いた映



画の夢は。小六の頃、必死に書いた詩作の先は。目標が高すぎて、とても、果た

せない。やはり、詩作と句作は、ノートと鉛筆で幾らでも書けて楽しい。発表す

るには金がかかり、詩集出版もかなり高い。でも、ずっとやって来たので、自主

映画は趣味の範囲で撮ろうと思った。これが、３０代の出来事、十年間の結論で

ある。 

 

 ４０代、今まで詩作中心で、句作は余技として、俳句も手製の俳句ノートに書

いている。金子兜太先生が産んだ「海程」は終わり、今は弟子が意志を継いだ、

「海原」同人誌で、下手な俳句を発表し、「朝日俳壇」に投句。時たま入選する。

その度に句集原稿にくわえる。詩作も手製の詩ノートである。パソコンデスクが

苦手であり、アナログ人間であるが、今は個人詩誌「白黒目Ⅳ」を毎月、発刊し

ている。デジタル社会にはある程度、順応する必要があり、パソコンを購入し、、

色々、教えて貰い、基本操作は出来る方です。 

 献本はほとんど失くなった。実に寂しい。師も亡くなり、相談はできない。時

折、こちらから、頼んで、詩集を頂く。パッとしない詩人。今は三つのズームの

勉強会に入り、課題図書せっせと読書に追われ。来年再来年、句集と詩集を出そ

うと思い、今、原稿をいじくっている。 

人生、生きられるところまで、生きて、詩集を三年に一冊の頻度で出そうと決め



た。句集も同じく。費用がかさむので、毎月貯めているが、私家版になるだろう。

「ロッキー１」のスタローンのように、詩作を生涯、書き続ける。問題は中身で

ある。頑張って、推敲します。 


